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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手軸を有する挿入部と、
　前記挿入部の前記長手軸に沿って前記挿入部の内部に挿通配置される挿通部材と、
　前記挿入部の先端側に設けられ、前記挿入部の前記長手軸に沿った中心軸を有する先端
部本体と、
　前記先端部本体の基端側に当接する押さえ部材と、
　前記挿通部材の先端部に設けられ、前記挿通部材の先端部の外周から径方向の外側に向
けて突出する突起部と、
　前記先端部本体に設けられ前記挿通部材の先端部を挿入して取り付ける取付孔であって
、前記突起部に対応した形状を有する第１溝部が形成され、前記第１溝部は前記挿通部材
の軸方向を中心とする周方向の第１周方向位置に配置される取付孔と、
　前記押さえ部材に設けられ前記挿通部材の先端部を挿通する挿通孔であって、前記突起
部に対応した形状を有する第２溝部が形成され、前記第２溝部は前記挿通部材の軸方向を
中心とする周方向の前記第１周方向位置とは異なる第２周方向位置に配置される挿通孔と
、
　を備える、内視鏡。
【請求項２】
　前記先端部本体の基端面に備えられたねじ孔と、
　前記押さえ部材に備えられたねじ挿通孔と、
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　前記ねじ挿通孔に挿通されて、前記ねじ孔に螺挿されるねじ部材と、
　を有する、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記挿通部材の先端部に装着された口金を備え、
　前記突起部は前記口金に設けられる、請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記先端部本体の先端面に対向して当接する基端面を有する板状のキャップ本体と、
　前記先端部本体の外周面の一部を平面状又は凹状に形成した装着面を有する装着部と、
　前記キャップ本体の前記基端面から前記先端部本体に向けて延出するキャップ本体側延
設部であって、外表面と、前記外表面よりも前記中心軸に近い側に設けられ前記装着面に
当接される当接面とを有するキャップ本体側延設部と、
　前記装着面に形成された第１係合部と、前記当接面に形成された第２係合部とから構成
され、前記第１係合部と前記第２係合部とを互いに係合させることにより、前記キャップ
本体と前記先端部本体とを連結する連結部と、
　前記キャップ本体側延設部の外表面に前記中心軸に沿って形成された第１凹状嵌合部と
、
　前記先端部本体の外周面に前記中心軸に沿って形成され、かつ前記第１凹状嵌合部に連
設される第２凹状嵌合部と、
　前記押さえ部材の先端面に備えられ、前記第１凹状嵌合部と前記第２凹状嵌合部に嵌合
する押さえ部材側延設部と、
　を有する、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記第１係合部は第１凹部であり、
　前記第２係合部は第１凸部である、
　請求項４に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記連結部によって前記キャップ本体と前記先端部本体とが連結された状態で、前記先
端部本体の外周面、前記キャップ本体側延設部の外表面及び前記押さえ部材側延設部を覆
う被覆部材と、
　前記被覆部材の外周面に設けられた紐状又は帯状の固定部材であって、前記中心軸の方
向において前記連結部が設けられる位置に配置され、前記固定部材により前記第１係合部
と前記第２係合部との係合を固定する固定部材と、
　を有する、請求項４又は５記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記第２凹状嵌合部に備えられた第２凹部と、
　前記押さえ部材側延設部に備えられ、前記第２凹部に係合される第２凸部と、
　を有する、請求項４、５又は６記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記第１凹状嵌合部に備えられた第３凹部と、
　前記押さえ部材側延設部に備えられ、前記第３凹部に係合される第３凸部と、
　を有する、請求項４から７のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記挿通部材は、ライトガイド部材、チューブ部材及びイメージガイド部材のいずれか
である、請求項１から８のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記取付孔は複数備えられ、複数の前記取付孔のうち少なくとも一つの取付孔の前記第
１溝部は、前記取付孔の内周面からの突出方向が、前記中心軸に直交する面内において、
前記中心軸側に向けて形成される、請求項１から９のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　長手軸を有する挿入部と、
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　前記挿入部の前記長手軸に沿って前記挿入部の内部に挿通配置される挿通部材と、
　前記挿入部の先端側に設けられた先端部本体と、
　前記先端部本体の基端側に当接する押さえ部材と、
　前記挿通部材の先端部に設けられ、前記挿通部材の先端部の外周から径方向の外側に向
けて突出する突起部と、
　前記先端部本体に設けられ前記挿通部材の先端部を挿入して取り付ける取付孔であって
、前記突起部に対応した形状を有する第１溝部が形成され、前記第１溝部は前記挿通部材
の軸方向を中心とする周方向の第１周方向位置に配置される取付孔と、
　前記押さえ部材に設けられ前記挿通部材の先端部を挿通する挿通孔であって、前記突起
部に対応した形状を有する第２溝部が形成され、前記第２溝部は前記挿通部材の軸方向を
中心とする周方向の前記第１周方向位置とは異なる第２周方向位置に配置される挿通孔と
、
　を備える、内視鏡の組立方法であって、
　前記突起部と前記第２溝部との周方向位置を合わせた状態で、前記挿通部材の先端部を
前記押さえ部材の挿通孔に挿通する挿通工程と、
　前記挿通工程の後、前記突起部と前記第１溝部との周方向位置を合わせた状態で、前記
挿通部材の先端部を前記先端部本体の取付孔に取り付ける取付工程と、
　前記押さえ部材を前記先端部本体に固定する固定工程と、
　を備える、内視鏡の組立方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡に係り、特に挿入部の先端に設けられた先端硬質部の先端部本体に、挿
通部材の先端部が固定された内視鏡及び内視鏡の組立方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部は、基端部から先端部に向けて軟性部、湾曲部及び先端硬質部が連結さ
れて構成されている。また、挿入部には、ライトガイド部材、送気送水チューブ部材、鉗
子チューブ部材又はイメージガイド部材もしくは信号ケーブル部材等の挿通部材が挿通配
置されており、これらの挿通部材の先端部が先端硬質部の先端部本体に固定されている。
【０００３】
　例えば、ライトガイド部材、鉗子チューブ部材又は送気送水チューブ部材は、各々の先
端部に先端口金又はパイプが固定されており、先端口金又はパイプが先端部本体に形成さ
れている取付孔に挿通されて固定される。また、イメージガイド部材の先端部には、光学
系を保持した鏡筒が連結され、信号ケーブル部材の先端部には光学系を保持した鏡筒を接
続した撮像装置が連結されており、この鏡筒が先端部本体の取付孔に挿通されて固定され
る。なお、本願明細書では、前述した先端口金、パイプ及び鏡筒を口金と総称する。
【０００４】
　特許文献１、２には、先端部本体に挿通部材の先端部を固定する固定構造並びに組立方
法が記載された内視鏡が開示されている。
【０００５】
　特許文献１の内視鏡は、送気送水ノズルユニットや対物観察ユニットを配置する挿通孔
と、この挿通孔に外周面から貫通したビス孔と、を有する先端部本体を備えている。特許
文献１の内視鏡の組立方法によれば、先端部本体の挿通孔に送気送水ノズルユニットや対
物観察ユニットを配置し、その後、先端部本体の外周面からビス孔に固定ビスを螺入し、
固定ビスの先端部を送気送水ノズルユニットや対物観察ユニットの外周面に押し付ける。
この手順によって先端部本体に送気送水ノズルユニットや対物観察ユニットを固定してい
る。
【０００６】
　また、特許文献２の内視鏡は、鏡筒、支持筒、鉗子管、送気送水管を配置する挿通孔と
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、これらの挿通孔に外周面から貫通したねじ孔と、を有する先端硬質部本体を備えている
。特許文献２の内視鏡の組立方法によれば、先端硬質部本体の各挿通孔に鏡筒、支持筒、
鉗子管、送気送水管を配置し、その後、ねじ孔に止めねじを螺入して、鏡筒、支持筒、鉗
子管、送気送水管を先端硬質部本体に固定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－５６７５６号公報
【特許文献２】特開２００４－２９０４９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１、２の内視鏡は、先端部本体や先端硬質部本体に、挿通部材
の先端部を固定するために、ビスやねじが充分螺合するようにビス孔やねじ孔のねじ山の
数を確保しなければならず、その分だけ先端部本体や先端硬質部本体の外径が大きくなる
という問題があった。すなわち、特許文献１、２の内視鏡は、挿入部の細径化が進むと、
先端部本体には、挿通部材を配置する挿通孔の領域を確保するだけの余裕しかなくなるの
で、ビス孔やねじ孔を先端部本体に設けることができない。したがって、特許文献１、２
の内視鏡は、挿入部を太径化しなければ、先端部本体に挿通部材の先端部を固定すること
ができないという問題があった。
【０００９】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、挿入部を太径化することなく挿通部
材の先端部を先端部本体に固定することができる内視鏡及び内視鏡の組立方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の目的を達成するために、本発明に係る内視鏡は、長手軸を有する挿入部と、挿
入部の長手軸に沿って挿入部の内部に挿通配置される挿通部材と、挿入部の先端側に設け
られ、挿入部の長手軸に沿った中心軸を有する先端部本体と、先端部本体の基端側に当接
する押さえ部材と、挿通部材の先端部に設けられ、挿通部材の先端部の外周から径方向の
外側に向けて突出する突起部と、先端部本体に設けられ挿通部材の先端部を挿入して取り
付ける取付孔であって、突起部に対応した形状を有する第１溝部が形成され、第１溝部は
挿通部材の軸方向を中心とする周方向の第１周方向位置に配置される取付孔と、押さえ部
材に設けられ挿通部材の先端部を挿通する挿通孔であって、突起部に対応した形状を有す
る第２溝部が形成され、第２溝部は挿通部材の軸方向を中心とする周方向の第１周方向位
置とは異なる第２周方向位置に配置される挿通孔と、を備える。
【００１１】
　本発明によれば、先端部本体に形成された取付孔の第１溝部と、押さえ部材に形成され
た挿通孔の第２溝部との周方向位置を異ならせることにより、挿通部材の軸方向基端側へ
の移動を規制した状態で、先端部本体に挿通部材の先端部を固定する。これにより、本発
明によれば、挿入部を太径化することなく挿通部材の先端部を先端部本体に固定すること
ができる。
【００１２】
　本発明の一態様は、先端部本体の基端面に備えられたねじ孔と、押さえ部材に備えられ
たねじ挿通孔と、ねじ挿通孔に挿通されて、ねじ孔に螺挿されるねじ部材と、を有するこ
とが好ましい。
【００１３】
　本態様によれば、先端部本体の基端側に押さえ部材を、ねじ部材によって着脱自在に固
定することができる。これにより、先端部本体から押さえ部材を容易に取り外すことがで
きるので、挿通部材の修理及び交換が容易になる。
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【００１４】
　本発明の一態様は、挿通部材の先端部に装着された口金を備え、突起部は口金に設けら
れることが好ましい。
【００１５】
　本態様によれば、口金に突起部を設けることで、挿通部材の先端部に突起部を容易に配
置することができる。
【００１６】
　本発明の一態様は、先端部本体の先端面に対向して当接する基端面を有する板状のキャ
ップ本体と、先端部本体の外周面の一部を平面状又は凹状に形成した装着面を有する装着
部と、キャップ本体の基端面から先端部本体に向けて延出するキャップ本体側延設部であ
って、外表面と、外表面よりも中心軸に近い側に設けられ装着面に当接される当接面とを
有するキャップ本体側延設部と、装着面に形成された第１係合部と、当接面に形成された
第２係合部とから構成され、第１係合部と第２係合部とを互いに係合させることにより、
キャップ本体と先端部本体とを連結する連結部と、キャップ本体側延設部の外表面に中心
軸に沿って形成された第１凹状嵌合部と、先端部本体の外周面に中心軸に沿って形成され
、かつ第１凹状嵌合部に連設される第２凹状嵌合部と、押さえ部材の先端面に備えられ、
第１凹状嵌合部と第２凹状嵌合部に嵌合する押さえ部材側延設部と、を有することが好ま
しい。
【００１７】
　本態様によれば、押さえ部材の押さえ部材側延設部を、キャップ本体側延設部の第１凹
状嵌合部、及び先端部本体の第２凹状嵌合部に嵌合することにより、先端部本体の基端側
に押さえ部材を固定することができる。
【００１８】
　本発明の一態様は、第１係合部は第１凹部であり、第２係合部は第１凸部であることが
好ましい。
【００１９】
　本態様によれば、キャップ本体側延設部の強度を保持しつつ、先端部本体からのキャッ
プ本体の抜けを防止することができる。
【００２０】
　本発明の一態様は、連結部によってキャップ本体と先端部本体とが連結された状態で、
先端部本体の外周面、キャップ本体側延設部の外表面及び押さえ部材側延設部を覆う被覆
部材と、被覆部材の外周面に設けられた紐状又は帯状の固定部材であって、中心軸の方向
において連結部が設けられる位置に配置され、固定部材により第１係合部と第２係合部と
の係合を固定する固定部材と、を有することが好ましい。
【００２１】
　本態様によれば、第１係合部と第２係合部との係合を、被覆部材を介して固定部材で固
定することができるので、先端部本体に対するキャップ本体の脱落を確実に防止すること
ができる。
【００２２】
　本発明の一態様は、第２凹状嵌合部に備えられた第２凹部と、押さえ部材側延設部に備
えられ、第２凹部に係合される第２凸部と、を有することが好ましい。
【００２３】
　本態様によれば、押さえ部材側延設部の強度を保持しつつ、先端部本体からの押さえ部
材の基端側への抜けを防止することができる。
【００２４】
　本発明の一態様は、第１凹状嵌合部に備えられた第３凹部と、押さえ部材側延設部に備
えられ、第３凹部に係合される第３凸部と、を有することが好ましい。
【００２５】
　本態様によれば、押さえ部材側延設部の強度を保持しつつ、先端部本体からの押さえ部
材の基端側への抜けを防止することができる。
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【００２６】
　本発明の一態様は、挿通部材は、ライトガイド部材、チューブ部材及びイメージガイド
部材のいずれかであることが好ましい。
【００２７】
　本態様によれば、ライトガイド部材、チューブ部材又はイメージガイド部材の先端部を
、内視鏡の挿入部を太径化することなく先端部本体に固定することができる。
【００２８】
　本発明の一態様は、取付孔は複数備えられ、複数の取付孔のうち少なくとも一つの取付
孔の第１溝部は、取付孔の内周面からの突出方向が、中心軸に直交する面内において、中
心軸側に向けて形成されることが好ましい。
【００２９】
　本態様によれば、先端部本体の外径をより細径化することができる。
【００３０】
　本発明の目的を達成するために、本発明に係る内視鏡の組立方法は、長手軸を有する挿
入部と、挿入部の長手軸に沿って挿入部の内部に挿通配置される挿通部材と、挿入部の先
端側に設けられた先端部本体と、先端部本体の基端側に当接する押さえ部材と、挿通部材
の先端部に設けられ、挿通部材の先端部の外周から径方向の外側に向けて突出する突起部
と、先端部本体に設けられ挿通部材の先端部を挿入して取り付ける取付孔であって、突起
部に対応した形状を有する第１溝部が形成され、第１溝部は挿通部材の軸方向を中心とす
る周方向の第１周方向位置に配置される取付孔と、押さえ部材に設けられ挿通部材の先端
部を挿通する挿通孔であって、突起部に対応した形状を有する第２溝部が形成され、第２
溝部は挿通部材の軸方向を中心とする周方向の第１周方向位置とは異なる第２周方向位置
に配置される挿通孔と、を備える、内視鏡の組立方法であって、突起部と第２溝部との周
方向位置を合わせた状態で、挿通部材の先端部を押さえ部材の挿通孔に挿通する挿通工程
と、挿通工程の後、突起部と第１溝部との周方向位置を合わせた状態で、挿通部材の先端
部を先端部本体の取付孔に取り付ける取付工程と、押さえ部材を先端部本体に固定する固
定工程と、を備える。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、内視鏡の挿入部を太径化することなく挿通部材の先端部を先端部本体
に固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】実施形態に係る内視鏡の全体構成を示す側面図
【図２】挿入部の先端部の構成を示す外観斜視図
【図３】挿入部の長手軸に沿った先端硬質部の断面図
【図４】先端部本体の先端面を示した正面図
【図５】先端部本体の基端面を示した正面図
【図６】押さえ部材の基端面を示した正面図
【図７】先端部本体と押さえ部材の組立斜視図
【図８】他の撮像ユニットの形態を示した斜視図
【図９】先端部本体に対する撮像ユニットとライトガイド部材の組立方法を示した説明図
【図１０】先端部本体に撮像ユニットとライトガイド部材の各先端部が装着された説明図
【図１１】先端部本体に撮像ユニット、ライトガイド部材、送気送水チューブ部材及び鉗
子チューブ部材が固定された説明図
【図１２】イメージガイド部材の先端部分を示した斜視図
【図１３】内視鏡の組立方法を示したフローチャート
【図１４】先端硬質部の断面図
【図１５】図１４に示した先端硬質部の組立斜視図
【図１６】図１５に示した先端硬質部の断面図
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【図１７】先端部本体にキャップ本体側延設部が取り付けられた概略正面図
【図１８】先端部本体の外周面の一部を凹状に形成した装着面を有する装着部を示した先
端部本体の正面図
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、添付図面に従って本発明に係る内視鏡及び内視鏡の組立方法の好ましい実施形態
について詳説する。
【００３４】
　図１は、実施形態の内視鏡１０の全体構成図である。
【００３５】
　内視鏡１０は、施術者が把持する操作部１２と、操作部１２に基端部が連結されて被検
体内に挿入される挿入部１４とを備える。操作部１２には、ユニバーサルケーブル１６の
基端部が接続され、ユニバーサルケーブル１６の先端部にはライトガイドコネクタ１８が
設けられる。ライトガイドコネクタ１８は、光源装置２０に接続され、これによって後述
する照明窓２２、２２（図２参照）に光源装置２０から照明光が送られる。また、ライト
ガイドコネクタ１８には、ケーブル２４を介して電気コネクタ２６が接続され、電気コネ
クタ２６はプロセッサユニット２８に接続される。
【００３６】
　操作部１２には、施術者によって操作される送気送水ボタン３０、吸引ボタン３２及び
シャッターボタン３４が並設されるとともに、一対のアングルノブ３６、３８が同軸上に
回動自在に設けられる。また、操作部１２には鉗子挿入部４０が設けられる。
【００３７】
　挿入部１４は、基端部から先端部に向けて軟性部４２、湾曲部４４及び先端硬質部４６
が連結されて構成される。湾曲部４４は、操作部１２のアングルノブ３６、３８を回動す
ることによって遠隔的に湾曲操作される。これにより、先端硬質部４６を所望の方向に向
けることができる。
【００３８】
　図２は、先端硬質部４６の要部拡大斜視図である。図３は、先端硬質部４６の断面図で
あって、図１に示した挿入部１４の長手軸Ａに沿った断面図である。
【００３９】
　図３の如く、先端硬質部４６は、挿入部１４の先端側に設けられた円柱状の先端部本体
４８と、キャップ５３と、先端部本体４８の基端側の基端面５６に当接する先端面５７を
有する円板状の押さえ部材５８と、を備えて構成される。先端部本体４８は、その中心軸
Ｂが挿入部１４の長手軸Ａに沿って配置されている。すなわち、先端部本体４８は、挿入
部１４の長手軸Ａに沿った中心軸Ｂを有する。また、キャップ５３は、先端部本体４８の
先端面５０に対向して当接する基端面５２を有する円板状のキャップ本体５４を備えてい
る。なお、図３の符号１３８は、先端部本体４８を被覆する被覆部材であり、符号１４０
は、被覆部材１３８の先端部を先端部本体４８に固定する固定部材であり、符号１４１は
、固定部材１４０を被覆部材に接着する接着剤である。
【００４０】
　キャップ本体５４の先端面６０には、図２の如く観察窓６２が配置される貫通孔６１、
前述した照明窓２２、２２、送気送水ノズル６４及び鉗子口６６が設けられる。
【００４１】
　図４は、先端部本体４８の先端面５０を示した正面図である。
【００４２】
　図３、図４の如く、先端部本体４８には、外周面が円形の取付孔６８、７０、７２、７
４が設けられる。これらの取付孔６８、７０、７２、７４は、先端部本体４８の中心軸Ｂ
に沿って備えられた貫通孔である。取付孔６８は、貫通孔６１に対向して配置され、鏡筒
６３に保持された複数のレンズからなる観察光学系６５及び撮像ユニット７６が配置され
る。鏡筒６３の先端部がキャップ本体５４の貫通孔６１に固定され、鏡筒６３の先端部に
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観察窓６２が固定されている。取付孔７０は、図２の照明窓２２、２２に対向して配置さ
れ、挿通部材である後述のライトガイド部材７８（図７参照）の先端部７８Ａが挿入され
て取り付けられる。図４の取付孔７２は、図２の送気送水ノズル６４に対向して配置され
、挿通部材である後述の送気送水チューブ部材８０（図７参照）の先端部８０Ａが挿入さ
れて取り付けられる。図４の取付孔７４は、図２の鉗子口６６に対向して配置され、挿通
部材である後述の鉗子チューブ部材８２（図７参照）の先端部８２Ａが挿入されて取り付
けられる。
【００４３】
　図５は、先端部本体４８の基端面５６を示した正面図である。
【００４４】
　取付孔６８の基端側は、矩形の開口部８４が連設される。この開口部８４には、図３の
如く、プリズム８６、撮像素子８８、及び撮像素子８８を支持する基板９０からなる撮像
ユニット７６が収納されて配置される。基板９０には、信号ケーブル９２（図７参照）の
先端部が接続される。信号ケーブル９２の基端部は、図１の挿入部１４、操作部１２、ユ
ニバーサルケーブル１６及びケーブル２４に挿通されて電気コネクタ２６まで延設され、
プロセッサユニット２８に接続される。よって、図２の観察窓６２から取り込まれた観察
像は、図３の取付孔６８に配置された観察光学系６５、及び開口部８４に配置されたプリ
ズム８６を介して撮像素子８８の受光面に結像され、撮像素子８８によって電気信号に変
換された後、信号ケーブル９２を介してプロセッサユニット２８に出力され、映像信号に
変換される。これにより、プロセッサユニット２８に接続されたモニタ９４に観察画像が
表示される。撮像素子８８としては、ＣＣＤ(Charge Coupled Device)型イメージセンサ
やＣＭＯＳ(Complementary Metal Oxide Semiconductor)イメージセンサを用いることが
できる。
【００４５】
　なお、撮像ユニットの形態は、図７に示した撮像ユニット７６に限定されるものではな
い。例えば、図８に示す他の撮像ユニット６７の斜視図の如く、鏡筒６３に不図示の撮像
素子が保持されたケース６９を直結し、鏡筒６３に保持されている観察光学系６５（図３
参照）の光軸上に撮像素子が配置されている形態でも適用することができる。
【００４６】
　また、実施形態では、観察像の伝送部材として撮像ユニット７６を例示したが、これに
限定されるものではなく、挿通部材の一つであるイメージガイド部材７７（図１２参照）
を使用してもよい。イメージガイド部材７７は、ファイババンドルをチューブに挿通して
構成された光伝送部材である。
【００４７】
　図５の如く、一対の取付孔７０、７０の内周面には、内周面から先端が突出した第１溝
部７０Ａが備えられる。この第１溝部７０Ａは、ライトガイド部材７８（図７参照）の先
端部７８Ａに設けられた突起部９６Ａに対応した形状を有している。突起部９６Ａは、ラ
イトガイド部材７８の先端部７８Ａの外周から径方向の外側に向けて突出されている。ラ
イトガイド部材７８は、単ファイバ又はファイババンドルをチューブに挿通して構成され
た光伝送部材である。
【００４８】
　実施形態では、ライトガイド部材７８の先端部７８Ａに装着された口金９６に突起部９
６Ａが設けられている。なお、突起部９６Ａは、ライトガイド部材７８のチューブの先端
部に直接設けてもよい。また、突起部９６Ａは、中心軸Ｂに直交する方向の断面形状が矩
形の直方体形状であり、第１溝部７０Ａは、突起部９６Ａを収容するように中心軸Ｂに直
交する方向の断面形状が矩形の溝部である。第１溝部７０Ａ及び突起部９６Ａの形状は、
実施形態の形状に限定されるものではない。
【００４９】
　ライトガイド部材７８の基端部は、図１の挿入部１４、操作部１２、及びユニバーサル
ケーブル１６に挿通され、ライトガイドコネクタ１８まで延設される。したがって、ライ
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トガイドコネクタ１８が光源装置２０に接続されると、光源装置２０から照射された照明
光がライトガイド部材７８を介して図２の照明窓２２、２２に伝送され、照明窓２２、２
２から前方に照射される。
【００５０】
　図５の如く、取付孔７２の内周面には、内周面から先端が突出した第１溝部７２Ａが備
えられる。この第１溝部７２Ａは、送気送水チューブ部材８０（図７参照）の先端部８０
Ａに設けられた突起部９８Ａに対応した形状を有している。突起部９８Ａは、送気送水チ
ューブ部材８０の先端部８０Ａの外周から径方向の外側に向けて突出されている。
【００５１】
　実施形態では、送気送水チューブ部材８０の先端部８０Ａに装着された口金９８に突起
部９８Ａを設けたが、送気送水チューブ部材８０の先端部に突起部９８Ａを直接設けても
よい。また、突起部９８Ａは、中心軸Ｂに直交する方向の断面形状が矩形の直方体形状で
あり、第１溝部７２Ａは、突起部９８Ａを収容するように中心軸Ｂに直交する方向の断面
形状が矩形の溝部である。第１溝部７２Ａ及び突起部９８Ａの形状は、実施形態の形状に
限定されるものではない。
【００５２】
　送気送水チューブ部材８０の基端部は、図１の挿入部１４に挿通されて送気送水ボタン
３０によって操作される不図示の送気送水バルブに連通される。更に、この送気送水バル
ブはライトガイドコネクタ１８に備えられた送水コネクタ９９に不図示のチューブを介し
て接続される。送水コネクタ９９には不図示の送気送水手段が接続され、この送気送水手
段からエア及び水が供給される。したがって、送気送水ボタン３０を操作することによっ
て、図２の送気送水ノズル６４からエア又は水を観察窓６２に向けて噴射することができ
る。
【００５３】
　図５の如く、取付孔７４の内周面には、内周面から先端が突出した第１溝部７４Ａが備
えられる。この第１溝部７４Ａは、鉗子チューブ部材８２（図７参照）の先端部８２Ａに
設けられた突起部１００Ａに対応した形状を有している。突起部１００Ａは、鉗子チュー
ブ部材８２の先端部８２Ａの外周から径方向の外側に向けて突出されている。
【００５４】
　実施形態では、鉗子チューブ部材８２の先端部８２Ａに装着された口金１００に突起部
１００Ａを設けたが、鉗子チューブ部材８２の先端部に突起部１００Ａを直接設けてもよ
い。また、突起部１００Ａは、中心軸Ｂに直交する方向の断面形状が矩形の直方体形状で
あり、第１溝部７４Ａは、突起部１００Ａを収容するように中心軸Ｂに直交する方向の断
面形状が矩形の溝部であるが、第１溝部７４Ａ及び突起部１００Ａの形状は、実施形態の
形状に限定されるものではない。
【００５５】
　図３の如く、突起部１００Ａが第１溝部７４Ａに挿入されると、突起部１００Ａの先端
面１０１Ａが、第１溝部７４Ａの先端側に形成されたストッパ面７４Ｂであって、中心軸
Ｂに対して直交したストッパ面７４Ｂに当接される。これにより、中心軸Ｂの方向のうち
先端側への口金１００の移動が規制される。なお、この口金１００の移動規制は、口金１
００の先端面１００Ｂを、取付孔７４の先端側に形成されたストッパ面７５であって、中
心軸Ｂに対して直交したストッパ面７５に当接させて行ってもよい。このような先端面１
０１Ａ、１００Ｂとストッパ面７４Ｂ、７５とによる口金１００の移動規制構成は、他の
口金９６、９８、取付孔７０、７２、及び第１溝部７０Ａ、７２Ａについても同様に施さ
れている。
【００５６】
　第１溝部７０Ａ、７２Ａ、７４Ａの形成方法は、特に限定されるものではないが、例え
ば、切削工具により切削加工することによって第１溝部７０Ａ、７２Ａ、７４Ａを形成し
てもよいし、金属粉末射出成形により第１溝部７０Ａ、７２Ａ、７４Ａを形成してもよい
。また、先端部本体４８は、鋳型成形や金属粉末射出成形によって成形することができる
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。
【００５７】
　鉗子チューブ部材８２の基端部は、図１の挿入部１４に挿通されて鉗子挿入部４０に連
通されている。よって、鉗子挿入部４０から鉗子、高周波メス等の各種の処置具４１（図
３参照）を挿入することによって、処置具４１を図２の鉗子口６６から導出することがで
きる。また、図７の鉗子チューブ部材８２は分岐して不図示の吸引チューブに接続され、
図１の吸引ボタン３２によって操作される不図示の吸引バルブに連通され、更にこの吸引
バルブが、ライトガイドコネクタ１８に備えられた吸引コネクタ１０１に不図示のチュー
ブを介して接続される。したがって、吸引コネクタ１０１に不図示の吸引ポンプを接続し
、吸引ボタン３２によって吸引バルブを操作することによって、鉗子口６６から残渣や汚
物等を、鉗子チューブ部材８２を介して吸引することができる。
【００５８】
　図５の如く、先端部本体４８の基端面５６には、ねじ孔１０２、１０２が設けられる。
このねじ孔１０２には、押さえ部材５８（図７参照）を先端部本体４８の基端面５６に固
定するための、ねじ部材１０６（図１０参照）が螺挿される。ねじ孔１０２、１０２は、
中心軸Ｂを挟んだ両側方位置に設けられている。ねじ孔１０２は取付孔６８、７０、７２
、７４が形成されていない箇所に１つだけ設けてもよい。
【００５９】
　図６は、押さえ部材５８の基端面１０８を示した正面図である。図７は、先端部本体４
８と押さえ部材５８の組立斜視図である。
【００６０】
　押さえ部材５８には、図５の先端部本体４８の取付孔６８、７０、７２、７４に対応し
た挿通孔１１０、１１２、１１４、１１６が設けられる。
【００６１】
　挿通孔１１０は、先端部本体４８の開口部８４に対向して配置された開口部であって、
撮像ユニット７６が挿通可能な矩形の開口部である。挿通孔１１０の短辺ａは、撮像ユニ
ット７６を正面視した際の形状の短辺ｂ（図７参照）よりも若干大きく、挿通孔１１０の
長辺ｃは、撮像ユニット７６を正面視した際の形状の長辺ｄよりも若干大きい。また、挿
通孔１１０は、押さえ部材５８が先端部本体４８の基端面５６に固定された際に、短辺ａ
及び長辺ｃが、短辺ｂ及び長辺ｄに対して所定角度傾斜するように形成されている。よっ
て、撮像ユニット７６が開口部８４に収容された後、押さえ部材５８が先端部本体４８の
基端面５６に固定された状態において、撮像ユニット７６は、基板９０が押さえ部材５８
の先端面５７に当接されることにより、挿入部１４の基端側への移動が規制される。これ
により、撮像ユニット７６が先端部本体４８から脱落することなく先端部本体４８に固定
される。
【００６２】
　挿通孔１１２は、取付孔７０に対向して配置された開口部であって、ライトガイド部材
７８の先端部７８Ａが挿通可能な開口部である。挿通孔１１２には、突起部９６Ａに対応
した形状を有する第２溝部１１２Ａが形成される。
【００６３】
　第２溝部１１２Ａは、ライトガイド部材７８の軸方向Ｃを中心とする周方向において、
第１周方向位置である第１溝部７０Ａが形成された周方向位置とは異なる第２周方向位置
に配置される。これにより、押さえ部材５８の基端面１０８を基端側から見たときに、第
２溝部１１２Ａは第１溝部７０Ａに対して重ならない位置に配置される。
【００６４】
　よって、ライトガイド部材７８の先端部７８Ａが取付孔７０に取り付けられ、かつ突起
部９６Ａが第１溝部７０Ａに取り付けられた後、押さえ部材５８が先端部本体４８の基端
面５６に固定された状態において、ライトガイド部材７８は、突起部９６Ａが押さえ部材
５８の先端面５７に当接されることにより、挿入部１４の基端側への移動が規制される。
これにより、ライトガイド部材７８が先端部本体４８から脱落することなく先端部本体４
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８に固定される。
【００６５】
　挿通孔１１４は、取付孔７２に対向して配置された開口部であって、送気送水チューブ
部材８０の先端部８０Ａが挿通可能な開口部である。挿通孔１１４には、突起部９８Ａに
対応した形状を有する第２溝部１１４Ａが形成される。
【００６６】
　第２溝部１１４Ａは、送気送水チューブ部材８０の軸方向Ｄを中心とする周方向におい
て、第１周方向位置である第１溝部７２Ａが形成された周方向位置とは異なる第２周方向
位置に配置される。これにより、押さえ部材５８の基端面１０８を基端側から見たときに
、第２溝部１１４Ａは第１溝部７２Ａに対して重ならない位置に配置される。
【００６７】
　よって、送気送水チューブ部材８０の先端部８０Ａが取付孔７２に取り付けられ、かつ
突起部９８Ａが第１溝部７２Ａに取り付けられた後、押さえ部材５８が先端部本体４８の
基端面５６に固定された状態において、送気送水チューブ部材８０は、突起部９８Ａが押
さえ部材５８の先端面５７に当接されることにより、挿入部１４の基端側への移動が規制
される。これにより、送気送水チューブ部材８０が先端部本体４８から脱落することなく
先端部本体４８に固定される。
【００６８】
　挿通孔１１６は、取付孔７４に対向して配置された開口部であって、鉗子チューブ部材
８２の先端部８２Ａが挿通可能な開口部である。挿通孔１１６には、突起部１００Ａに対
応した形状を有する第２溝部１１６Ａが形成される。
【００６９】
　第２溝部１１６Ａは、鉗子チューブ部材８２の軸方向Ｅを中心とする周方向において、
第１周方向位置である第１溝部７４Ａが形成された周方向位置とは異なる第２周方向位置
に配置される。これにより、押さえ部材５８の基端面１０８を基端側から見たときに、第
２溝部１１６Ａは第１溝部７４Ａに対して重ならない位置に配置される。
【００７０】
　よって、鉗子チューブ部材８２の先端部８２Ａが取付孔７４に取り付けられ、かつ突起
部１００Ａが第１溝部７４Ａに取り付けられた後、押さえ部材５８が先端部本体４８の基
端面５６に固定された状態において、鉗子チューブ部材８２は、突起部１００Ａが押さえ
部材５８の先端面５７に当接されることにより、挿入部１４の基端側への移動が規制され
る。これにより、鉗子チューブ部材８２が先端部本体４８から脱落することなく先端部本
体４８に固定される。
【００７１】
　第２溝部１１２Ａ、１１４Ａ、１１６Ａの形成方法は、特に限定されるものではないが
、例えば、切削工具により切削加工することによって第２溝部１１２Ａ、１１４Ａ、１１
６Ａを形成してもよいし、金属粉末射出成形により第２溝部１１２Ａ、１１４Ａ、１１６
Ａを形成してもよい。なお、押さえ部材５８を樹脂で成形する場合は、切削加工や射出成
形等で押さえ部材５８を成形してもよい。
【００７２】
　また、押さえ部材５８には、通し孔１０４、１０４が備えられる。この通し孔１０４は
、ねじ孔１０２に対向して形成されており、この通し孔１０４からねじ部材１０６（図１
０参照）が挿入され、ねじ部材１０６がねじ孔１０２に螺挿される。これにより、押さえ
部材５８が先端部本体４８の基端面５６に固定される。ねじ孔１０２は、中心軸Ｂに沿っ
て形成されているので、先端部本体４８の外径に影響を与えるものではない。
【００７３】
　ねじ部材１０６に代えて他の部材を使用して、押さえ部材５８を先端部本体４８に固定
してもよいが、ねじ部材１０６を使用することにより、押さえ部材５８を先端部本体４８
に対して容易に着脱することができる。これにより、挿通部材を修理したり交換したりす
る際に、先端部本体４８から押さえ部材５８を容易に取り外すことができる。
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【００７４】
　なお、撮像ユニット７６に代えて、図１２に示したイメージガイド部材７７を使用した
場合には、イメージガイド部材７７の先端部７７Ａの鏡筒７９に突起部７９Ａを設ける。
そして、図５に示した先端部本体４８に、イメージガイド部材７７の先端部７７Ａが取り
付けられる取付孔と、突起部７９Ａが取り付けられる第１溝部を設ける。そして、押さえ
部材５８に、イメージガイド部材７７の先端部７７Ａが挿通される挿通孔と、突起部７９
Ａが挿通される第２溝部を設ければよい。これにより、イメージガイド部材７７は、突起
部７９Ａが押さえ部材５８の先端面５７に当接されることにより、挿入部１４の基端側へ
の移動が規制される。よって、イメージガイド部材７７が先端部本体４８から脱落するこ
となく先端部本体４８に固定される。
【００７５】
　以下の説明においては、ライトガイド部材７８、送気送水チューブ部材８０及び鉗子チ
ューブ部材８２を「挿通部材」と称し、突起部９６Ａ、９８Ａ、１００Ａを「突起部」と
称し、取付孔７０、７２、７４を「取付孔」と称し、第１溝部７０Ａ、７２Ａ、７４Ａを
「第１溝部」と称し、挿通孔１１２、１１４、１１６を「挿通孔」と称し、第２溝部１１
２Ａ、１１４Ａ、１１６Ａを「第２溝部」と称して説明する場合もある。
【００７６】
　〔内視鏡１０の第１の組立方法〕
　次に、内視鏡１０の第１の組立方法であって、先端部本体４８に対する撮像ユニット７
６、ライトガイド部材７８、送気送水チューブ部材８０及び鉗子チューブ部材８２の組立
方法の一例について図７から図１１を参照して説明する。
【００７７】
　図９は、先端部本体４８に対する撮像ユニット７６とライトガイド部材７８の組立方法
を示した説明図であり、図１０は、先端部本体４８に撮像ユニット７６とライトガイド部
材７８の各先端部が取り付けられた説明図であり、図１１は、先端部本体４８に撮像ユニ
ット７６、ライトガイド部材７８、不図示の送気送水チューブ部材８０及び鉗子チューブ
部材８２が固定された説明図である。
【００７８】
　図１３は、実施形態の内視鏡１０の組立方法を示したフローチャートである。図１３に
よれば、実施形態の内視鏡１０の組立方法は、突起部と第２溝部との周方向位置を合わせ
た状態で、挿通部材の先端部を押さえ部材の挿通孔に挿通する挿通工程（Ｓ（Step）１０
）と、挿通工程（Ｓ１０）の後、突起部と第１溝部との周方向位置を合わせた状態で、挿
通部材の先端部を先端部本体の取付孔に取り付ける取付工程（Ｓ２０）と、押さえ部材を
先端部本体に固定する固定工程（Ｓ３０）と、を備えている。以下、具体的に説明する。
【００７９】
　まず、図７の矢印Ｆで示すように、撮像ユニット７６を押さえ部材５８の挿通孔１１０
から先端部本体４８に向けて挿通する。この後、図９の矢印Ｇで示すように、撮像ユニッ
ト７６の姿勢を変更し、図１０の如く撮像ユニット７６を先端部本体４８の開口部８４に
装着する。
【００８０】
　次に、図７に示すようにライトガイド部材７８の突起部９６Ａの周方向位置を、押さえ
部材５８の第２溝部１１２Ａの位置に合わせて、ライトガイド部材７８の先端部７８Ａを
挿通孔１１２に図９の如く挿通する（図１３の挿通工程）。次に、矢印Ｈで示すように、
ライトガイド部材７８を回動させて、ライトガイド部材７８の突起部９６Ａの周方向位置
を、取付孔７０の第１溝部７０Ａの位置に合わせ、ライトガイド部材７８の先端部７８Ａ
を図１０の如く、先端部本体４８の取付孔７０に取り付ける。このとき、突起部９６Ａは
、第１溝部７０Ａに取り付けられる（図１３の取付工程）。ここで、ライトガイド部材７
８の口金９６は断面形状が円形であるが、口金９６の軸方向全長において断面が楕円形状
の口金が使用される場合があり、また、先端側の断面形状が円形で基端側の断面形状が楕
円形の口金が使用される場合もある。
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【００８１】
　なお、送気送水チューブ部材８０及び鉗子チューブ部材８２については図示していない
が、ライトガイド部材７８と同様の手順で先端部本体４８の取付孔７２、７４に取り付け
る。
【００８２】
　この後、図１１に示すように、ねじ部材１０６を押さえ部材５８の通し孔１０４に挿通
し、先端部本体４８のねじ孔１０２に螺挿して、先端部本体４８の基端面５６に押さえ部
材５８を固定する（図１３の固定工程）。これにより、撮像ユニット７６は、基板９０が
押さえ部材５８の先端面５７に当接されることにより、挿入部１４の基端側への移動が規
制されるので、先端部本体４８から脱落することなく先端部本体４８に固定される。
【００８３】
　また、ライトガイド部材７８、送気送水チューブ部材８０及び鉗子チューブ部材８２は
、突起部９６Ａ、９８Ａ、１００Ａが押さえ部材５８の先端面５７に当接されることによ
り、挿入部１４の基端側への移動が規制されるので、先端部本体４８から脱落することな
く先端部本体４８に固定される。よって、実施形態の内視鏡１０によれば、特許文献１、
２のようなビス孔やねじ孔を先端部本体に設けることなく、すなわち、内視鏡１０の挿入
部１４を太径化することなく、ライトガイド部材７８、送気送水チューブ部材８０及び鉗
子チューブ部材８２の先端部７８Ａ、８０Ａ、８２Ａを先端部本体４８に固定することが
できる。
【００８４】
　実施形態の内視鏡１０によれば、挿通部材の先端部に突起部を設け、先端部本体４８の
取付孔に第１溝部を設け、押さえ部材５８の挿通孔に第２溝部を設け、更に、第２溝部を
、挿通部材の軸方向を中心とする周方向の第１周方向位置とは異なる第２周方向位置に配
置している。これにより、挿通部材は、突起部が押さえ部材５８の先端面５７に当接され
ることにより、挿入部１４の基端側への移動が規制されるので、先端部本体４８から脱落
することなく先端部本体４８に固定される。よって、実施形態の内視鏡１０は、特許文献
１、２のようなビス孔やねじ孔を先端部本体に設ける必要がないので、内視鏡１０の挿入
部１４を太径化することなく、挿通部材の先端部を先端部本体４８に固定することができ
る。
【００８５】
　また、図５の如く、取付孔７０、７２、７４のうち少なくとも一つの取付孔７０（図５
の右側の取付孔７０）の第１溝部７０Ａを、中心軸Ｂに直交する面内において、中心軸Ｂ
側に向けて形成することが好ましい。すなわち、第１溝部７０Ａは、他の取付孔７２、７
４や第１溝部７２Ａ、７４Ａとの干渉を避けて設けられているが、取付孔７０の内周面か
らの突出方向を、中心軸Ｂ側に向けて形成することにより、第１溝部を中心軸Ｂから離れ
る方向に形成することに起因する先端部本体４８の太径化を防止することができる。また
、全ての第１溝部を中心軸Ｂ側に向けて形成することで、先端部本体４８を細径化するこ
とができる。
 
【００８６】
　また、挿通部材の先端部に装着された口金を備え、突起部は口金に設けられているので
、挿通部材の先端部に突起部を容易に配置することができる。
【００８７】
　〔先端部本体４８に対する挿通部材の他の固定構造〕
　図１４から図１６は、先端部本体４８に対する挿通部材の他の固定構造を示した説明図
である。すなわち、図１４は先端硬質部４６の断面図、図１５は先端硬質部４６の組立斜
視図、図１６は図１５の断面図である。なお、図１から図１１で示した部材と同一又は類
似の部材については同一の符号を付して説明する。
【００８８】
　図１４から図１６に示す他の固定構造は、図１０に示したねじ部材１０６を使用せず、
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先端部本体４８側の一対の装着部１２２、キャップ５３側の一対のキャップ本体側延設部
１２４、押さえ部材５８側の一対の押さえ部材側延設部１３６を使用して先端部本体４８
に挿通部材を固定する構造である。
【００８９】
　先端硬質部４６は、先端部本体４８、キャップ５３及び押さえ部材５８から構成される
。
【００９０】
　キャップ５３は、先端部本体４８の先端面５０に対向して当接する基端面５２を有する
板状のキャップ本体５４を有する。
【００９１】
　先端部本体４８は、先端部本体４８の外周面４８Ａの一部を平面状に形成した装着面１
２０を有する一対の装着部１２２を備える。装着面１２０の形成方法は、特に限定される
ものではないが、例えば、先端部本体４８の外周面４８Ａを切削工具により切削加工する
ことによって装着面１２０を形成してもよいし、鋳型成形により装着面１２０を形成して
もよい。
【００９２】
　また、キャップ５３は、キャップ本体５４の基端面５２から先端部本体４８に向けて延
出する一対のキャップ本体側延設部１２４を備える。このキャップ本体側延設部１２４は
、外表面１２４Ａと、外表面１２４Ａよりも中心軸Ｂに近い側に設けられ装着面１２０に
当接される当接面１２４Ｂとを有する。
【００９３】
　また、先端部本体４８の装着面１２０には、第１係合部１２６が形成され、キャップ本
体側延設部１２４の当接面１２４Ｂには第２係合部１２８が形成される。第１係合部１２
６と第２係合部１２８とを互いに係合させることにより、キャップ５３と先端部本体４８
とを連結する連結部１３０（図１４参照）が先端硬質部４６に備えられる。
【００９４】
　また、キャップ本体側延設部１２４の外表面１２４Ａには、中心軸Ｂに沿って第１凹状
嵌合部１３２が形成される。また、先端部本体４８の外周面４８Ａには、第１凹状嵌合部
１３２に連設される一対の第２凹状嵌合部１３４が中心軸Ｂに沿って形成される。更に、
押さえ部材５８の先端面５７には、第１凹状嵌合部１３２と第２凹状嵌合部１３４に嵌合
される一対の押さえ部材側延設部１３６が先端部本体４８に向けて備えられる。
【００９５】
　〔内視鏡１０の第２の組立方法〕
　先端部本体４８に対する撮像ユニット７６、ライトガイド部材７８、送気送水チューブ
部材８０及び鉗子チューブ部材８２の取付手順は図７から図１１に示した第１の組立方法
と同一なので、ここではその説明を省略し、ここでは先端部本体４８に押さえ部材５８を
固定する固定工程について説明する。
【００９６】
　まず、先端部本体４８の第１係合部１２６にキャップ本体側延設部１２４の第２係合部
１２８を係合させて、先端部本体４８にキャップ５３を固定する。
【００９７】
　次に、押さえ部材５８の一対の押さえ部材側延設部１３６を、キャップ本体側延設部１
２４の第１凹状嵌合部１３２、及び先端部本体４８の第２凹状嵌合部１３４に嵌合するこ
とにより、先端部本体４８の基端側に押さえ部材５８を固定することができる。
【００９８】
　この固定構造は、先端部本体４８の外周面４８Ａに装着部１２２を形成することで、先
端部本体４８の外周面４８Ａに空いたスペースを形成し、このスペースにキャップ本体側
延設部１２４を配置して、キャップ５３を先端部本体４８に固定する。これにより、先端
部本体４８を太径化することなく、先端部本体４８にキャップ５３を固定することができ
る。
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【００９９】
　そして、キャップ本体側延設部１２４に第１凹状嵌合部１３２を形成し、かつ先端部本
体４８に第２凹状嵌合部１３４を形成することで、キャップ本体側延設部１２４及び先端
部本体４８の空いたスペースを利用し、このスペースに押さえ部材側延設部１３６を配置
して、押さえ部材５８を先端部本体４８に固定する。これにより、先端部本体４８を太径
化することなく、先端部本体４８に押さえ部材５８を固定することができる。
【０１００】
　また、第１係合部１２６は第１凹部であり、第２係合部１２８は第１凸部であることが
好ましい。よって、キャップ本体側延設部１２４の強度を保持しつつ、先端部本体４８か
らのキャップ本体５４の抜けを防止することができる。
【０１０１】
　また、図１４に示すように、連結部１３０によってキャップ本体５４と先端部本体４８
とが連結された状態で、先端部本体４８の外周面４８Ａ、キャップ本体側延設部１２４の
外表面１２４Ａ、及び押さえ部材側延設部１３６を覆うゴム製の被覆部材１３８と、被覆
部材１３８の外周面１３８Ａに設けられた糸状の固定部材１４０であって、中心軸Ｂの方
向において連結部１３０が設けられる位置に配置され、第１係合部１２６と第２係合部１
２８との係合を固定する固定部材１４０と、を有することが好ましい。これにより、第１
係合部１２６と第２係合部１２８との係合を、被覆部材１３８を介して固定部材１４０で
径方向に締め付け固定することができるので、先端部本体４８に対するキャップ本体５４
及び押さえ部材５８の脱落を確実に防止することができる。
【０１０２】
　なお、糸状の固定部材１４０は、接着剤１４１によって被覆部材１３８の外周面１３８
Ａに固着される。また、固定部材１４０としては、糸状のものに限定されず紐状、又は帯
状のものであってもよい。ここで、糸状とは、糸のように細く長いものを言い、１本の単
糸の他に、複数の繊維が絡み合うことで、又は、複数の糸が撚り合わされることで、全体
として１本の糸とみなすことができるものも含む。また、紐状とは、糸状をより上位概念
化したものであり、柔軟性のある棒状のものも含み、中実の部材の他、チューブ等の細長
い中空の部材も含む。また、帯状とは、全体として幅に対して小さな厚みで大きな長さを
有する略長板形状のものである。これらの紐状（糸状を含む）又は帯状の固定部材１４０
は、被覆部材１３８の外周面１３８Ａに巻回される。
【０１０３】
　また、第１係合部１２６と第２係合部１２８とが係合された状態において、キャップ本
体側延設部１２４の外表面１２４Ａは、図１７の概略正面図の如く、先端部本体４８の外
周面４８Ａと面一に連設されることが好ましい。すなわち、外表面１２４Ａは、外周面４
８Ａの曲率半径と等しい曲率半径の円弧面に形成され、その円弧面の両側端部が外周面４
８Ａと連設されている。これにより、キャップ本体側延設部１２４の外表面１２４Ａを含
む先端部本体４８の外周面４８Ａと被覆部材１３８との間の気密性及び水密性が向上する
。
【０１０４】
　また、第２凹状嵌合部１３４に第２凹部１４２を備え、押さえ部材側延設部１３６に第
２凹部１４２に係合される第２凸部１４４を備えたので、押さえ部材側延設部１３６の強
度を保持しつつ、先端部本体４８からの押さえ部材５８の基端側への抜けを防止すること
ができる。
【０１０５】
　また、第１凹状嵌合部１３２に第３凹部１４６を備え、押さえ部材側延設部１３６に第
３凹部１４６に係合される第３凸部１４８を備えたので、押さえ部材側延設部１３６の強
度を保持しつつ、先端部本体４８からの押さえ部材５８の基端側への抜けを防止すること
ができる。
【０１０６】
　更に、一対の装着部１２２と一対のキャップ本体側延設部１２４は、中心軸Ｂを挟んだ
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位置に備えられている。これにより、キャップ本体５４は、先端部本体４８を径方向外側
から径方向内側に向けて挟持するように先端部本体４８に連結されるので、先端部本体４
８とキャップ本体５４との連結力が向上する。一対の押さえ部材側延設部１３６も同様に
、中心軸Ｂを挟んだ位置に備えられているので、一対の押さえ部材側延設部１３６は、先
端部本体４８を径方向外側から径方向内側に向けて挟持するように先端部本体４８に連結
される。これにより、先端部本体４８と押さえ部材５８との連結力が向上する。
【０１０７】
　なお、実施形態では、装着部１２２とキャップ本体側延設部１２４とからなる二組の連
結構造部を例示したが、これに限定されず、前述の連結構造部は例えば一組であっても、
三組以上であってもよい。
【０１０８】
　また、実施形態では、図１４の如く、キャップ本体側延設部１２４に押さえ部材側延設
部１３６を、被覆部材１３８を介して固定部材１４０により径方向に締め付け固定するこ
とで、先端部本体４８に対する押さえ部材５８の基端側への抜けを防止し、更に、第２凹
部１４２に第２凸部１４４を係合させ、かつ第３凹部１４６に第３凸部１４８を係合させ
て、先端部本体４８に対する押さえ部材５８の基端側への抜けをより一層防止しているが
、これに限定されるものではない。例えば、キャップ本体側延設部１２４に押さえ部材側
延設部１３６を、被覆部材１３８を介して固定部材１４０により径方向に締め付け固定す
ることを前提とした場合、第２凹部１４２と第２凸部１４４との係合だけで、又は、第３
凹部１４６と第３凸部１４８との係合だけで先端部本体４８に対する押さえ部材５８の基
端側への抜けを防止してもよい。また、固定部材１４０による径方向に締め付け固定だけ
で先端部本体４８に対する押さえ部材５８の基端側への抜けを防止してもよい。
【０１０９】
　図１８は、先端部本体４８の外周面４８Ａの一部を凹状に形成した装着面１２０Ａを有
する装着部１２２Ａを示した先端部本体４８の正面図である。この凹状の装着面１２０Ａ
に当接するキャップ本体側延設部１２４の当接面は、凸状の曲面となる。装着面及び当接
面の形状は、装着面に当接面が当接する形状であれば、如何なる形状のものであってもよ
い。
【符号の説明】
【０１１０】
Ａ　長手軸
Ｂ　中心軸
１０　内視鏡
１２　操作部
１４　挿入部
１６　ユニバーサルケーブル
１８　ライトガイドコネクタ
２０　光源装置
２２　照明窓
２４　ケーブル
２６　電気コネクタ
２８　プロセッサユニット
３０　送気送水ボタン
３２　吸引ボタン
３４　シャッターボタン
３６　アングルノブ
３８　アングルノブ
４０　鉗子挿入部
４１　処置具
４２　軟性部
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４４　湾曲部
４６　先端硬質部
４８　先端部本体
４８Ａ　外周面
５０　先端面
５２　基端面
５３　キャップ
５４　キャップ本体
５６　基端面
５７　先端面
５８　押さえ部材
６０　先端面
６１　貫通孔
６２　観察窓
６３　鏡筒
６４　送気送水ノズル
６５　観察光学系
６６　鉗子口
６７　撮像ユニット
６８　取付孔
６９　ケース
７０　取付孔
７０Ａ　第１溝部
７２　取付孔
７２Ａ　第１溝部
７４　取付孔
７４Ａ　第１溝部
７４Ｂ　ストッパ面
７５　ストッパ面
７６　撮像ユニット
７７　イメージガイド部材
７７Ａ　先端部
７８　ライトガイド部材
７８Ａ　先端部
７９　鏡筒
８０　送気送水チューブ部材
８０Ａ　先端部
８２　鉗子チューブ部材
８２Ａ　先端部
８４　開口部
８６　プリズム
８８　撮像素子
９０　基板
９２　信号ケーブル
９４　モニタ
９６　口金
９６Ａ　突起部
９８　口金
９８Ａ　突起部
９９　送水コネクタ
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１００　口金
１００Ａ　突起部
１００Ｂ　先端面
１０１　吸引コネクタ
１０１Ａ　先端面
１０２　ねじ孔
１０４　通し孔
１０６　ねじ部材
１０８　基端面
１１０　挿通孔
１１２　挿通孔
１１２Ａ　第２溝部
１１４　挿通孔
１１４Ａ　第２溝部
１１６　挿通孔
１１６Ａ　第２溝部
１２０　装着面
１２０Ａ　装着面
１２２　装着部
１２２Ａ　装着部
１２４　キャップ本体側延設部
１２４Ａ　外表面
１２４Ｂ　当接面
１２６　第１係合部
１２８　第２係合部
１３０　連結部
１３２　第１凹状嵌合部
１３４　第２凹状嵌合部
１３６　押さえ部材側延設部
１３８　被覆部材
１４０　固定部材
１４１　接着剤
１４２　第２凹部
１４４　第２凸部
１４６　第３凹部
１４８　第３凸部
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